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本
書
は
牧
野
英
二
教
授
の
法
政
大
学
ご
退
職
を
機
会
に
編
ま
れ
た

論
集
で
あ
る
。
編
者
を
含
め
て
一
六
名
の
哲
学
諸
分
野
の
研
究
者
た

ち
が
、
四
部
構
成
の
一
部
が
四
つ
の
章
か
ら
成
る
、
全
一
六
章
を
分

担
執
筆
し
て
い
る
。
そ
の
各
章
で
次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
る
伝
統
的

哲
学
知
の
「
変
換
」
と
「
越
境
」
が
、
小
気
味
よ
く
現
代
の
諸
学
問

や
諸
事
象
へ
と
切
り
込
ん
で
い
く
。
こ
れ
は
、
ま
る
で
一
六
幕
の
ス

ペ
ク
タ
ク
ル
で
あ
る
。

　

そ
の
一
六
幕
を
試
み
に
言
葉
で
羅
列
す
れ
ば
、
第
一
部
で
は
、

１
．「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
と
「
赦
し
」、
２
．「
共
同
体
と
寛
容
」、

３
．「
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）」
と
「
意
味
」、４
．医
療
の
「
仁
恵
原
則
」、

第
二
部
で
は
、
５
．「
場
所
」
と
「
言
葉
」、
６
．「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
構
造
」、
７
．「
ハ
イ
パ
ー
資
本
主
義
」、
８
．「
地
球
環
境
危

機
」
と
「
生
態
学
的
平
等
」、
第
三
部
で
は
、９
．「
多
元
的
実
在
論
」、

10
．「
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）」
と
「
意
識
」、
11
．「
自
己
意
識
」
と
「
第

三
者
的
観
点
」、
12
．「
理
解
」
と
「
追
体
験
」、
13
．「
創
造
的
問
題
解

決
」、
14
．「
完
全
性
」
と
「
陶
冶
可
能
性
」、
15
．「
世
界
市
民
教
育
」

【
図
書
紹
介
】

『
哲
学
の
変
換
と
知
の
越
境　

伝
統
的
思
考
法
を
問
い
直
す
た
め

の
手
引
き
』

牧
野
英
二
／
小
野
原
雅
夫
／
山
本
英
輔
／
齋
藤
元
紀 

編　

法
政
大
学
出
版
局　

二
〇
一
九
年

菅
沢　

龍
文

と
「
愛
国
心
教
育
」、
16
．「
心
的
外
傷
」
と
「
人
生
」、
と
い
っ
た
具

合
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
本
書
で
は
、
こ
れ
ら
の
あ
え
て
選
択
さ
れ

た
言
葉
だ
け
で
尽
く
せ
な
い
、
広
大
な
情
報
や
思
想
が
数
多
の
言
葉

に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
、
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
壮
大
な
語
り
を
四
部
に
括
っ
て
い
る
テ
ー

マ
は
何
か
。
第
一
部
で
は
「
複
雑
化
社
会
の
パ
ラ
ド
ク
ス
」
で
あ

り
、
哲
学
知
は
現
代
社
会
の
複
雑
化
の
な
か
で
生
ず
る
パ
ラ
ド
ク
ス 

（
逆
説
） 

に
直
面
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
部
で
は 

「
住
む
こ
と

と
生
き
る
こ
と
の
条
件
」 

で
あ
り
、
哲
学
知
は
現
代
に
お
け
る
「
住
」 

と 

「
生
」 

と
の
大
変
貌
に
直
面
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
部
で
は 

「
知
と
心
と
現
実
の 〈
間
〉」 

で
あ
り
、 

哲
学
知
は 「
知
」 

や
「
心
」 

が

と
ら
え
る
世
界
の
、 

例
え
ば
デ
ジ
タ
ル
情
報
化
の
進
行
に
よ
っ
て
生

ず
る
、 「
現
実
」 

の
揺
ら
ぎ
に
直
面
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

第
四
部
で
は 

「
倫
理
的
・
教
育
的
ジ
レ
ン
マ
と
市
民
教
育
」
で
あ

り
、 

哲
学
知
は
価
値
観
の
多
様
化
の
進
行
の
な
か
で
の
、 

倫
理
や
教

育
に
お
け
る
ジ
レ
ン
マ
の
増
大
と
、 

新
た
な
市
民
教
育
の
模
索
と
に

直
面
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
第
一
部
の
３
．で
は
、 

人
間
の

た
め
の
Ａ
Ｉ
が
、
Ａ
Ｉ
を
創
造
し
た
人
間
の
能
力
を
超
え
て
人
間
を

支
配
す
る
と
想
定
さ
れ
る
パ
ラ
ド
ク
ス
に
つ
い
て
、 

自
ら
を
「
変

換
」 
し
て 「
越
境
」 

す
る
哲
学
知
が
ど
う
考
え
る
か
、 

が
語
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
哲
学
知
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
「
変
換
」
と
「
越
境
」

の
課
題
を
、
読
者
は
本
書
の
著
者
た
ち
と
と
も
に
実
践
す
る
こ
と
を

要
求
さ
れ
る
。


